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①事業目的

　本事業は、2020年度からの小学校での英語の教科化を見据えて、本学の児童教育学科と
英語英米文学科の教員養成における協働モデルの開発、 ならびに現職小学校教員の教員
研修における協働モデルを開発するものである。また、本学と海外での英語研修と指導法研修
の効果を量的・質的手法により客観的に検証するものである。
　本事業の5ヵ年を以下の3つのステージに分けて目的を達成させる。
Ⅰ　研究ステージ（2016年度～2019年度）
・ 本学児童教育学科と英語英米文学科ならびに現職小学校教員との本学での協働での学習
の開始
・ 研究対象グループを本学の海外提携校に派遣
・ 協働での学習ならびに海外研修の効果の測定
Ⅱ　開発ステージ（2019年度～2020年度）
・ 英語力・指導力向上を最大にする「教員養成モデル」ならびに「教員研修モデル」の提示
Ⅲ　展開ステージ（2020年度）
・ 教職課程を有する地域の他の私立大学と協働し、小中連携に基づいた教員研修を提供する
※2020年度の「事業目的、実施目標及び実施計画」については検討中。

②2018年度の実施目標
及び実施計画

（実施目標）
・第1次海外研修の実施
・第2次事前研修の開始
・第1次研修の効果の測定
（実施計画）
・本学での第1次事前研修の実施
・第1次海外研修の実施
・第1次海外研修内容と方法の現地調整
・第1次事後調査の実施
・第1次研修内容と方法の見直し
・第2次対象学生、第2次対象現職教員の選定
・第2次事前研修の開始

■第1次海外研修の実施
・海外研修を含む第1次研修を以下の日程で実施。
　対面研修①　 ：2018年3月17日(土)　9：00～15：50　会場/安田女子大学
　対面研修②　 ：2018年4月28日(土)　9：00～15：50　会場/安田女子大学
　対面研修③　 ：2018年5月26日(土)　8：45～15：50　会場/安田女子大学
　対面研修④　 ：2018年6月23日(土)　8：45～15：50　会場/安田女子大学
　対面研修⑤　 ：2018年7月21日(土)　8：45～15：50　会場/安田女子大学
　海外研修　　  ：2018年8月2(木)～8月22日(水)　　　 カリフォルニア大学 デイヴィス校
　対面研修⑥　 ：2018年9月8日(土)　　9：00～12：10　会場/安田女子大学
　研修成果発表：2019年2月16日(土)　9：00～15：55　会場/安田女子大学
・対面研修の内容は、「発音」「第二言語習得理論と外国語教育」「教材・学習材の活用」
「Classroom English」などを行った。対面研修に加えて、「オンライン英会話」「ポートフォリオ（学
習記録及び活動記録の蓄積）」「リサーチ・プロジェクト」などの宿題や課題を課し、各自でも学
習を行うように促した。

大学名 安田女子大学

事業名

文学部（英語英米文学科）、教育学部（児童教育学科）、心理学部（心理学科）、家政学部
（造形デザイン学科）、教職センター

③2018年度の事業成果
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申請タイプ

事業概要

参画組織

安田女子大学安田女子大学安田女子大学安田女子大学

収容定員

  本事業では小学校英語の教科化を見据え、初等中等教育の教職学生と現職小中学校教
員が共に本学と海外で研修を行い、量的・質的方法でその効果を検証することにより、学生の
「教員養成モデル」と教員の「教員研修モデル」を開発する。これにより実践的な教員養成・研
修への具体的な示唆を得ることができ、「教員養成の安田」としてのブランドを一層強固にし、
広島の教員養成ならびに地域の教育活性化に貢献する私立大学を目指す。

タイプA 支援期間

学校法人番号 学校法人名 安田学園341008

4440人

小学校での英語教育を実質化する教員養成・研修システムの研究開発と展開

5年



（自己点検・評価）
　ブランディング事業専門委員会を中心に、研修内容や効果の測定方法について打合せを重
ね、研修を行ってきた。第1次研修の内容は、研修内容の適性などについてのアンケート調査
の結果をみても概ね好評であった。研修効果については、「アンケート調査（心理調査）」の結
果から、現職小学校教員には、「英語使用不安」「英語指導力不安」「授業設計不安」に顕著
に効果があったとみられる。GTEC受検（英語能力調査）の結果をみると、全体的にGTEC得点は
向上しているが、現職小学校教員は、参加者全員が得点向上しているのに対し、学生には顕著
な得点向上がみられなかった。第2次研修では、学生にも顕著な効果が表れるような工夫が必
要であると考え、より現職小学校教員から学ぶことが多くなるような研修内容としている。
　本事業で購入した「没入型画像投影システム」を活用した「VSR（Virtual Study Room）」にお
いて、海外研修へ行く前にGoogleストリートビューを用いて研修先の環境を確認したり、海外仮
想体験を行ったりした。また、第2次研修では、Skypeの双方向通信で海外とリアルタイムに繋
ぎ、英語によるコミュニケーションを行っている。
　本年度の実施目標である「第1次海外研修の実施」「第2次事前研修の開始」「第1次研修の
効果の測定」は、概ね満たしていると判断する。

（外部評価）
　広島市教育委員会と2018年7月30日(月）に「小学校英語教育に関する連携協力協定」を
締結。広島市教育委員会と本学がそれぞれ保有する英語教育に関わる教員養成・研修等に
係る知識・情報を提供し合うことによって教員を希望する学生の養成や教員の研修等に寄与す
ることを目的として連携することを決定。広島市教育委員会と計2回の意見交換会を実施。第
1次事研修の内容確認や意見交換を行い、第2次研修に向けての研修内容・スケジュールの
見直しを行った。広島市教育委員会からは、研修成果発表からも、本研修が現職小学校教員
へ与えた影響は大きかったので、第2次研修も期待しているというご意見をいただいた。
　海外提携大学と定期的に電話会議を行った他、海外研修中に海外提携大学へ訪問をし、授
業の様子を視察すると共に、次年度のプログラム内容についての意見交換を行った。また、海
外研修後、本学においても海外提携大学と情報交換会を1回実施。受け入れ態勢、スケ
ジュール、プログラム内容についての意見交換を行った。
　広島市教育委員会及び海外提携大学からは、本研修は本事業の目的に則していると評価さ
れ、今後の展開に期待を寄せていただいている。また、広島市教育委員会及び海外提携大学
からいただいた本プログラムに対する意見や助言は、事前研修、海外研修、事後研修の計画
に活かされている。

④2018年度の自己点
検・評価及び外部評価
の結果

⑤2018年度の補助金の
使用状況

　2018年度の事業経費使用の主な目的は、第1次研修に係わる費用及び第1次研修受講者
に対する効果の測定に係わる費用、第2次研修開始のための準備に係わる費用である。
　主な使用状況は、研究費としてテキスト及び参考図書購入、旅費交通費、GTEC受検費であ
る。

・第2次研修を以下の日程で実施及び予定している。
　対面研修①　 ：2019年3月16日(土)　 8：50～16：10　会場/安田女子大学
　対面研修②　 ：2019年4月20日(土)　 8：50～16：10　会場/安田女子大学
　対面研修③　 ：2019年5月18日(土)　 8：50～16：10　会場/安田女子大学
　対面研修④　 ：2019年6月22日(土)　 8：50～16：10　会場/安田女子大学（予定）
　対面研修⑤　 ：2019年7月20日(土)　 8：50～16：10　会場/安田女子大学（予定）
　海外研修　　  ：2019年8月7日(水)～8月24日(土)カリフォルニア大学 デイヴィス校（予定）
　対面研修⑥　 ：2019年9月7日(土)　 　8：50～12：10　会場/安田女子大学（予定）
　研修成果発表：2020年2月15日(土) 　8：50～16：10　会場/安田女子大学（予定）

■第1次研修の効果の測定
・研修効果の測定として、「アンケート調査（心理調査）」と「GTEC受検（英語能力調査）」を各4
回実施。また、研修内容の適性などについてのアンケート調査を3回実施した。アンケート調査
の結果は、第2次研修の内容に反映している。

・海外研修の内容は、提携先の大学と綿密な打ち合わせをし、対面研修（国内研修）との繋が
りができるように内容を検討した。また、現地の日本人学校を見学したり、ポスター発表を行った
りした。
・研究成果発表では、各自のテーマにより、「個人による口頭発表」「グループによる口頭発表」
「模擬授業」「ビデオ授業公開」を行った。

■第2次事前研修の開始
・第2次研修の募集説明会及び選考を実施。児童教育学科学生16名（海外研修コース12名・
国内研修コース4名）、英語英米文学科学生8名（海外研修コース6名・国内研修コース2
名）、現職小学校教員・海外研修コース12名が第2次研修の受講者に決定した。海外研修
コースは、定員（30名）を超える応募者数であったため選考を行ったが、国内研修コースは定
員（18名）を満たすことができなかった。

③2018年度の事業成果


